
ものが増 している｡野菜教壇は57年の銚子大橋の架橋による交通条件の改善等によD立地条件を

整 備し,拡大の傾向にあったが,飛躍的増大は昭和 40年以降の露地裁壇 -一 施設園芸 という質的

転換に求め られる｡ これは野菜 園芸の定着 (従来は:.部分的に断続的に行をわれていた,)を意味し,

従来の商品作物としての甘藷 ｡落花生 ｡タバコの必要性は75:く夜D,粗放的畑作経営は姿菅消した｡

61 施設園芸転換-UL)重安を契機と在ったのは,神栖村 ･波崎町 ･若松地区の演反愚家を対象と

する経営改善対策事業である｡事業簸rJ70-80%が施設園芸に投下され,一 戸当79大型 トンネル

ル158万円,鉄骨-ウス182万円の投資が成された｡ これは,従来の粗放的経営から賀本集約

的農業-の転換を裂金的に裏付け し,促進 した と言える｡

7.施設園芸-の転換は. ピーマン裁壇 となってあらわれ, 40年以降,東京市場での占有率は

60帝を超え ピーマンの産地と在った｡ ピーマン裁培払 神栖,若松を中心に行をわれているが,

出荷体制,農家の ピーマンの取 E3入れ方をどには問題があ9.近郊的農業転 換への過渡的現象とし

てとらえられる｡

8. 以上の甘藷 - タバコ - ピーマンという作物の交代払 粗放的経営か ら集約的経営への変

容過程を示すものであD, 同時に後進的農業地域から,工業根城-の地域の変容過程葱反映 するも

のである｡夜か,本地城内部vEおける工業地 ･都 市･包窺過程における地域農業の近郊化は,過渡

期に払 ピーマン栽培の如 く高い生産性を実現 しつつあるが,同時に,労働力,土地の競合等の面

vcおいて,既に農業の崩壊の契機を内包していることが認め られる｡

金沢市の都市地理的考察

瀬 尾 由 紀

本論文の中心テーマは都 市域内の地域分化 と都市発宛方向V=関する考察である｡地方中心都市の

ひとつである金沢市をフィール ドとし,都市の動的把捉vc留意 した｡

金沢市は日本海沿岸の停滞舶域に位患 しているため,発展のテンポの遅小都市として位置づけさ

れる｡人口増加率についてみると,昭和55-40年の全国 市部の 1514%VC比して,金沢 市人口

集中地区は 1.7%の低い値を示す｡ しかし夜が ら,金沢市は昭和 5 a-42年において約 1.1万の

転入超過を示 し,地方中心都市として成長 している｢ 面菅持つ.昭和 55- 40年にかけ て顕著に

在 った ドーナツ化現象も金沢市の横極面としてとらえることができるO昭;和50年を10ロとした

昭利40年の人口指数をみると,旧市城が 75- 101と人口の停滞 ｡減少を示す一方,南雑丘陵

地域では170-400と人口急増がみ られる,.
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金沢 市の都市域払 都 市指数,人 口密度,事業所集中度の5指礎か らみると,農村J;tu域 と画然と

した境界菅設定することは困難であるが,ほぼ旧市域の塊勘に含まれる｡

都 市城内の地域分化については,商業機能に主眼を起 き,商店街調査 一 商店穂別 鮎成比 - 奇

行をい,さらにスーパー ･マーケ ット利用の消巌者側のアyケ- トか ら日常生活圏の設定菅試みたC

都 市域内は,かな9明棟夜根城分化がかこをわれ,金沢駅前から武蔵ケ辻の業務中心地域,香林坊

か ら東にのぴる官庁街,香林坊か ら南にのひる片町の';,#挙筋が形成されている｡周辺商店街 と中心

的地域 との閲には中間根城が存在 し,金沢駅西側の工業地域の周辺商店街で仏 工･住 ･商の混合

地域がみられる｡拙域分化の形態は都 市交通体系に影響されてお 9,夜かでも城下町時代の交通体

系によるところが大であると考えられる.

また, 日常食料品購入にみるスーパー ｡マーケ ットを中心 とした消費者側のアンケー ト調査から

日常生活圏を8大別 した｡住宅地域商業地域にそれぞれ 4つずつで,商業根城の4つの生活圏は各

々重合がみ られ,特に金沢駅から武蔵ケ辻 ｡橋場町の家屋密度の高い地域ではその傾向が著 しい｡ま

た住宅地城の4つの生活陸Ⅰの うち, 2つは南部丘陵地域にあり,その形成は他の 6つの地域 より新

しい｡

金沢 市の都 市化現象の進展を地域的にとらえるために,南部丘陵地域-の^口移動現象に主眼を

置 き,集団住宅の発達,バス路顕別乗客数の変化,農地転用動向等について検討 した｡戦後の公営

住宅の建設は南部丘陵根城が中心となってお D.僻に昭和4D年以降はその傾向が強まってきてい

る｡バス乗客数の変化では, 市内の循環静が昭和58年以降乗客数が停滞気味である一方,南艶丘

陵地域へのバス路禄では昭和55年～45年間vE乗客数が2-5倍に増加している｡ 夜かでも,節

田町,平和町バス路線における乗客数の増加には著 しいものがある｡耕地潰廃か らみた金沢市'の都

市化現象は,戦後か ら昭和51年頃まではゆるやかに進行するが.昭和55年頃か ら加速度的に夜

9昭和 58年以瞳激化する｡地域的にみると金石街道沿いの西方,および南部の寺町台地,小立野

台地 野田LrJ丘陵の南方に進屋 している｡また国道八号顔沿いの束北方向へのきざしもみ られる｡

高知県南国市における施設園芸の展開

野 村 矩 子

社会や経済の変動は,盛業にさまざまな影馨を与える｡高知県においても,土地生産性が大 きく

労働集約的でしかも零細経営 という虚業の基盤的特徴をもちながら,対応 してきた｡

昭和初親の7-価低落vEよる建材不況は,十市海岸部の零細農ve分解没落をさけるための策 とし
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